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第 4 章では，切欠き領域における初期疲労き裂伝播に及ぼす弾塑性効化を取入れて..d J を算定し，高
張力鋼HT80及びアルミニウム合金A5083- 0 からなる楕円孔と円孔の 2 種類の中央切欠き材を用いて





















(2) このような場における疲労き裂伝播特性を評価するための力学量としてL1 J を取り上げ，L1 J を弾
塑性効果，き裂開閉口挙動や材料の繰返し硬果特性を取入れて算定する手法を提示している。
(3) 繰返し硬化特性を示すアルミニウム合金A5083- 0 及び軟化特性を示す高張力鋼HT80について，
素材の繰返し載荷試験により繰返し硬化特性を求めるとともに，円孔と楕円子Lの 2 種類の中央切欠き
を持つ試験片について初期き裂伝播試験を行って疲労き裂の伝播特性を求め，上述の L1 J の適用性を
確かめている。
(4) 軟鋼と高張力鋼といった材料の違い，溶接による引張残留応力が初期き裂伝播速度に及ぼす影響を
実験により検討するとともに，上述のL1 J を用いて定量的に説明している。
(5) 以上の成果を基に，すでに設計された構造物にき裂が発見された場合における安全性の評価方法な
らびに，これから設計される構造物に許容されるべき初期き裂の評価方法について，供用中の検査の
あり方を含めた考察を行っている。
以上のように本論文は構造物の安全性評価の上で 1 つの重要なポイントと考えられる応力集中個所に
ある局所的な塑性領域中を伝播する疲労き裂の伝播速度の算定を設計実務に取入れやすい形で提示し，
初期き裂の評価方法について論じたもので構造設計法の発展に貢献し溶接工学に寄与するところが大
きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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